
■ ファミリー向け住宅不足への対応
兵庫区ではワンルームマンションの増加が続く一方で、戸建てやファミリー向け住
宅が不足しており、子育て世帯の流出につながる懸念があります。
➡ この点について市長からは、接道要件を満たさない土地でも、安全性が確保され
れば建築が可能とする仕組みや、許可基準を明確化し、不動産事業者への周知を進
めているとの答弁がありました。
　  私は、こうした制度のさらなる周知と民間連携の強化により、既成市街地でも多様な住宅供給を進め、「住み続け
られるまちづくり」を実現すべきと提案しました。

既成市街地の再生と子育て世帯に選ばれるまちへ
神戸市では、2030年までに5,000戸以上の住宅供給を目標に、官民連携で取り組みが進められています。
その中で私は、兵庫区などの既成市街地において、放置されている空き家・空き地の活用を進め、まちの魅力向上と子
育て世帯に選ばれる住環境整備が必要であると訴えました。
➡ これに対し久元市長からは、小規模な私有地や公共施設跡地の活用、空き家・空き
地の利活用、民間事業者との連携を柱に、住宅供給と既存ストックの活用を進めてい
くとの答弁がありました。
また、市では
・空き家相談窓口の設置　　・空き家・空き地バンクによるマッチング支援
・改修費や維持費への補助制度
など、所有者・事業者双方への支援を進めていることも示されました。

■ エリア全体で進める空き家対策
市の調査では、空き家問題は個別対応だけでなく、地域単位での“面的対
策”が必要であると示されています。建築住宅局長からは、
・坂の地形を活かした店舗活用
・学生寮の整備による地域活性化
・商店街と連動した宿泊施設の展開　などの方向性が示されました。
　  私は、兵庫区には大学がない現状も踏まえ、学生寮の導入などによる
地域活性化の可能性に言及し、実効性ある取り組みをスピード感を持っ
て進めるよう求めました。

■ 兵庫区における子育て環境の充実を（産後ケアの兵庫区での整備を要望）
兵庫区では、産科の再開や小児科の開設、病児保育施設の整備など、子育て環境は着
実に前進していますが、産後ケア施設が区内に未整備であり、多くの方が区外の施
設を利用せざるを得ない状況にあります。
産後ケア事業は、育児不安の解消や産後うつの予防につながる重要な取り組みであ
り、神戸市では現在、助産師を中心に市内36か所で実施されており、利用率は全国平
均の倍以上と高く、多くの方に活用されています。
　  私は、移動負担の軽減と子育て世帯の定着の観点から、兵庫区内での産後ケア施設の設置が不可欠であると強く
訴えました。
➡ こども家庭局長からは、市内のすべての地域の方に安心して産後ケアをご利用いただけますよう、兵庫区での分娩の
取扱いを開始する産科医療機関に対して働きかけを行うなど、実施施設の拡充に取り組んでいくとの答弁がありました。

■ 「発生前対策」とスピード感ある対応が鍵
一方で、空き家の多くが相続が原因で発生しているのが現状です。
市長からも、相続前からの意識啓発や早期対応の重要性が示され、セミナー等によ
る啓発を進めていく考えが示されました。
　  私は、「購入希望者がいても相続問題で活用できない空き家」という地域の実例
を挙げ、よりスピード感ある対応の必要性を強く指摘しました。
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